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共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
、大、খ୬大など国内の大学のଞށ大、中෦大、、ਆژ大、౦ژ
6niWersitZ oG CaliGornia DaWis、6niWersitZ oG 8ashinHtonなどւ֎
の大学とも共同研究をおこなっています。ࡏݱ、ത࢜学生�໊、म࢜学生�
໊、研究ࢦಋスタッフ� （໊教授、ॿ教�）、技術ิ໊�ࠤのメンόーで、科
研費新学術ྖҬܭ画൝、セίムஂࡒなどෳ数の֎෦ࢿ金支援をडけ研究を
行っています。

২ੜཧֶ研究室
https://bsw�.naist.jp/endo/
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（写真左から）
教授：ԕ౻　ٻ endo@bs.naist.jp
ॿ教：ٱ保ా　ѯ akanek@bs.naist.jp
ॿ教：高橋　望 no[omV.takahashi@bs.naist.jp

研究を始めるのに必要な知識・能力
　主に২物をѻうため、基本的な生物学の知識があるとΞυόンテージになります。プロάラミンάや数学、Ϟϊͮくり、ΞイディΞマ
ンである、なにか得意とすることがあると、それを活かした研究ができるとࢥいます。
　研究室の指導方針
　Կが問題であるかを理解し、それに対するదなূݕ方法を設ఆするためには、論จによる学習が必ਢとなります。論จհやษ
と目的を持った学生の一ਓͻとりのܠ生物学やそのपล分野の基礎知識を一ॹに学んでいきます。また、様々なഎؒ࣌会を通じてڧ
目的に合Θせたゴーϧを設ఆし、そこにかって必要なものをଞのメンόーとのディスカッションや学習を通じて֫得できるように、サ
ポートします。さらに、自分の研究内༰をうまく͑られるよう、Θかりやすくઆ得力のあるプϨθンテーションやライティンάの能力
。しますࢦ上を目

この研究で身につく能力
　ઐ門知識だけでなく日々の生活で活用できる実ફ的なスΩϧを学Ϳことができます。大学Ӄで学んだઐ門知識の΄とんどはଔ業後
にར用されないかもしれませんが、Ծઆの生成や論理的ߟࢥといった科学的な態度は社会ਓとしての合理的な意ࢥ決ఆに立つと͑ߟ
ています。ಛに、大学ӃおよͼそれҎ߱のΩϟリΞでは、問題を解く方法を知るだけでなく、解く価のある問題を見つけることがඇ
常に重要です。研究活動を通じて、ϏジωスであΖうとサイΤンスであΖうと本当に༏れた知的生産には共通するख法がଘࡏすること
を一ॹに学んでいきます。

修了生の活躍の場
　मྃ生の就職先はίンサϧタント会社、化হ品・ҩༀ品の技術職、IT企業のSE職・Ӧ業職、ΞカデミΞでの研究者です。όイオ
関だけではなく、研究職を含め、幅広い業種で活躍できるਓ材のҭ成を目ࢦしています。

研究内容
）̍֓ܭ࣌Λ介ͨ͠ޫपੑՖ（قઅมԽʹԠͨ͡Ֆժܗ）

　֓ܭ࣌ʹΑΔޫपੑՖͷ੍ޚϝΧχζϜ͜Ε·Ͱओʹ実ࣨݧ
݅Ͱ͞ڀݚΕ͓ͯΓɺ野֎ڥͰͷ੍ޚϝΧχζϜͷཧղ作
ͷੜ੍͚ͨʹޚऔΓΈΕ͍ͯ· ɻ֓͢ܭ࣌Λ介ͨ͠قઅ
มԽʹΑΔՖժܗͷΈΛԹӫཆɺޫ࣭ͱ͍ͬͨɺ͜Ε·Ͱ
͋·Γྀ͞ߟΕͯ͜ͳ͔ͬͨཁҼؚΊͯ૯合తʹཧղ͢Δ͜ͱΛࢦ
͠· ɻ͢͞Βʹɺ֓ܭ࣌Λඪతͱͯ͠ޮతʹՖظ࣌Λ੍͢ޚΔ
ํ๏Λ୳Γ· ɻ͢

̎）֓ܭ࣌ͷ͞·͟·ͳׂ
　֓ܭ࣌ଟ ͷ͘Ҩ子ൃݱΛ੍͍ͯ͠ޚΔʹؔΘΒ ɺͣ͜Ε·Ͱ
ओʹ੍ޚͱՖ੍ݟ͔͍ͯͭ͠ʹޚΒΕ͖ͯ·ͤΜͰͨ͠ɻͪͨࢲ
ɺ͕֓͜ܭ࣌ΕΒͷ੍ޚҎ֎ʹԽޫγάφϧ達ɺੜ৩ɺ
ൃੜɺࠩ࣌ϘέͳͲ͞·͟·ͳݱʹؔΘͬͯ ͍Δ͜ͱΛݟ出͍ͯ͠·

ɻ͢τϥϯεΫϦϓτʔϜղੳ͗木ͳͲ͞·͟·ͳٕज़Λ༻͍ ɺͯ
͍͓ʹϨϕϧ·Ͱͷ͞·͟·ͳεέʔϧث๔Ϩϕϧ͔Β織ɾࡉ1 ɺͯ
͕֓ܭ࣌ͲͷΑ͏ʹͯ͠ଟ༷ͳ੍ޚΛ実͍ͯ͠ݱΔͷ͔Λ明Β͔ʹ͠
Α͏ͱͯ͠ ͍· ɻ͢
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